
様式第二号の八(簿人集め閥の坑関係) ※l,000 t以上の様式

(第l頭) 

産業凝集物処撰計噛薫 

合駒5寧偉月29円 型贈市長 

樋口雄一 澱 

提出者 

緯∴漸〒識蒜榊丸棚丁醐弼. 
氏名 愁繋標識聾緋 
(法人にあっては、名称及び代表者の氏名う 

滝諸藩母物鱒--222…祝し了 蟻薫物の処塊及び滑鰍こ関する法律窮12築館9項の鶴瓶こ基づき、攫繁藤薬物の減敵その他孝 の処撥に関する計噺を作成したので、擬崩します椋 

事業場の名 称 清水建設株式会社∴鹿島黄塵∴山梨営業所 

事業域の所在地 山梨燦甲府碕丸耽内芝丁即0璃薯翠 甲府鰐一往冶ビル三滴掌 

計、∴薗∴∴期 間 令和5年弱朝 一令和鯵牢‡明31日 

華該事業場において現に行っている雷業に関する苺噴 

穏一 事 業 の 種 類 離∴設∴繋 

㊨∴繋∴業∴の∴窺∴横 元諮完成丁華南 3タ網0暮000,鵬京口里(令和4年駒 

③∴従∴業∴員 数 約人 (奇利5年期末現在) 

㊨塵築麓葉物の …遵砺処理の⊥怒 
寝業廃棄物の-タ適処理丁秘宝 別線-=こよる 

(輝本轟業規格 A列蜜番) 



(窮2面)

態裟廃棄物の処轍二係る鷲堪体制に関する事項 

(澄雄体制凶) 環境マネジメント組織閑別紙芝による 

選奨廃棄物の排出の抑鮒こ関する尊璃 

㊤現状 

【繭年度(令和4寧度)奨績】 

魔繁藤薬物の種類 鍾綬副腫物 

排 出 量 1,酢6.1 亀 七 

(これまでに箕施した取組) 

作業所寵に煉単樟・リサイク′巧言の吊標を定め、係鼠・作業員東灘 
まで爛勅を隣り、謙遜 駒及びゼ靖エミッションの稚進と減愚化に 
取り組んだ麺 

②細面 

【目標】 

塵梁塵薬物の種類 鯉綬副魔物 

排 姉∴∴∴∴愚 馬2()、1 t t 

(今後発施する\予定の取組) 

引き続き、作業所観こ傑鞘転・リサイクル率の目標を起め、 
係員・作業新来鱒まで関知を関り、棚運動及びゼロエミッシ訂ン 
の擦過と絨壇化に取り組むe 

燐業燐嚢物の分別に関する醇噸 

①現状 

上分別している濃紫魔撥物の種類及び分騨こ関する収納 

作楽所の状鞠こより分別の細分化を図り、剖潜 蜜麹灘場施設への 

持ち込み、嫌単栂の減少化を行った嶋、 

②紳輔 

(今後分別する予定の媛※鍵薬物の種類及び分別に関する取組) 

作業所の状況によ均分 別の細分化を図第、申開処灘甥施設への 
持ち込み、擬単位の減少化を今綾も引き続き行う。 



!鶏慕面) 

自ら行う熊襲魔薬物の寓瑚脚こ関する棄燐 / 

①現妹 

【繭年度(補聴年齢薬剤 / 

遊紫魔薬物の種類 建設削縫物 / 

曲ら埴生利用を行った 塵梁塵襲鰯Iの盤 
†∴ /

t 

(これまでに薬施した取組) 

㊧計画 

弼糠】 / 

盛業蕗薬物の幾類 鰯縞憾物/ 

鍾ら再生利用を行う 麗梁塵薬物のi態 /t t 

(今後嚢施する予定の取組) 

自ら行う遽業廃薬物砂沖間処控に関する聾項 / 

㊥現状 

【綱凄く 令祝辞疫)実測 

塵鰯鰯の薙 雑駁副縫物 

メ 

音も 十 

ー 

し t 

(これま 雄二嚢施した取組) 

②計輌 

【嗣轢】 

爆薬麗薬物の種類 凝議副魔物 

持ち熱囲収を行う 盛業麗∵欒物の,邁 
t t. 

藤も申開処翔に点的灘篤する 麗繁凝絨物の擦 
も、 t 

〈今後実施する予定の取組) 



(籍4面)

自ら行う操業靡薬物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 / 

㊥現状 

【綱凄く 銅的年齢襲劉 / 
施薬魔薬物の獲類 建設副縫物 / 

曲ち埋立処分又は 海洋投入処分を狩った 應紫嬢薬物の∴盤 

∴し t 

(これまでに実施した取組) 

②計画 

【謡標】 / 

避難路夢窮み輔 建設副縫物 

十i 車∴ 

ら罵処分又は 一段大処分を行う 繋魔薬物の、韓 

亀 t 

〈今後漆脇する予定の取組) 

産業塵薬物の処灘の委託に関する事項 

(載現状 

【前年腫(奇利牛革麓)接続】 

塵繋廃薬物の穏類 鮭滋副贋物 

食 処 寵∴賓∴託∴敬 l,郎鯖、1 t t 

健敦認蒐処現幾許への 艶一理∴拳法∴蔀と∴趨 
0∴し 十 

帝位利用業者への 処理妥∴粍∴窺 

l,3了7.芝 t 十 

認定熱胸板業者’への 処.醒i凄∴詑∴犠 

0∴t t 

撼定款郎救難署以外の 熱闘取を行う熊者への 処恐妥謹撰 

噂∴し し 

(これまでに実施した取繚) 適正処鍵の中間処現施設及び撮終処分施設を選び、排出萌に 

2社契約を行い、マニフェスト伝紫欝郵こよる、処分売子確認を 
磁菜に行った。 



(第5面)

・!詳言両 

【∴口中】 

塵薬魔築館の穣類 建設副贋物 

金 処 潔 蜜 龍 愚 轡20、1 七 t 

鰭良認経処理葉音への 処璃黍∴寄重∴量 
王0∴も t 

桓豊利用繋者への 処理∴番∴疑∴愚 
3憾0.3 t, t〕 

緩怠熱回収発案への 処聴∴簿∴寵∴鷺 
0∴t し 

認定熱弼奴襲葬以外の 熊圃鞍を揮う滋音への 処∴璃昌泰∴畿,燦 

0∴1 し 

(今後実施する予霜の取組) 

優良認悠処理業者イ・\の餐経堂を増やし、その他についても 
避竜処選の中間処理施澱を選び∴緋馳鮒に2社契約を行い、 
マニフェスト伝繋簡理による、処分完了確認を確実に行う。 

※革務処理欄 



(籍馬面)

1 前車姥の盛業魔薬物の発生塾が主的研、ン以上妨蜜発揚ごとにl枚作成すること鍬

2∴当該年度の6月約日までに爆崩すること。

3 「当該事業絨こおいて現に行っている専業に関する事項」の欄は、以下に従って証人するこ
と。

硝敬欄には、日本楔華廃業分額の医分を憩入すること。
(2)②欄には、製造業の鶴釦こ羅する製造尉珪簡類(繭隼廃寮紛、建設業の掲合における元締
完成工尊薗(翻牢鹿築鰯) 、匪藤機関の場合に轟する騎廉数滴寧盛栄時点)簿抑薬繊こ応じ
専業規模が分かるような約年度の褒綾を離入すること。
(3〉織欄には、当該事業場において駕ずる選繋嬢薬物についての溌乱から焼終処分が終了するま
での-連の処塊の工程(当藤娘澱を婆寵する場合は、委託の内容を含む。 )を請人すること。

4 !自ら行う産業嬢薬物の中開処理に関する事項」の欄には、廃業廃棄物の種類ごとに、自ら中
綿処現を行うに際して熱圃収を行った競合に勘する熱同級を行った廃業廃薬物の嶺と、塙も中間
処甥を行うことによって減醸した尉こついて、綿寧嬢の賽績、韻榛及び取組を請人するこ,とくさ

5 「虚業嬢燕物の処域の委託に関する啄項」の願出ま、遮業廃寮物の藻類ごとに、全処理番寵敬
を請人するほか、その内敬として、健康認窪処璃凝省く燐薬物の処珊及び薄綿に関する法律施行
金筋6条の11第2耕二該当する都 への処理凄艶愚、処理業者への軽生利用襲謹嶺、総連熱闘収
魔絞殺圏省く魔境物の処魂及び滴鱒に関する法線第1寄集の3の3籍l境の認定を授けた音)であ
る処理業省への燐却処理婆寵籍及び緒漣熱闘収施設綬轡者以外の熱幽寂を行っている処塊葉音へ
の焼却処艶姿純量について、繭寧獲実績、韓燦及び取組を記入すること輝

6 それぞれの欄に紀入すべき電磁の全てを請人することができないときは、当該欄に 噂j紙のと

おりふ と記入し、聾該欄に記入すべき内容を証人した別紙を添付すること。霊た、廃業廃薬物の
穣類がこ‡以仁あるときは、前年廃妾繚及び吊標の欄に「別紙のとおり」と請人し、当該欄に請人
すべき内容を穏大した馴紙を添付することの また、それぞれの欄に証人すべき事項がないとき
は、 「-二 を記入することQ

7 ※欄は紀人しないこと。



産業廃棄物の鵜達の処理の工程

令和5年4月1日

管理型最終処分場 



山梨営業所 環境マネジメント組織図

令和曇年4月1日
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